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えていた｡ しかし, 立案された生産力拡充は, 熟
練工の不足, 資材や部品の欠乏, さらに物資輸送
力の低下などを要因として破綻した点が明らかに



























論では, 中島知久平が目指した ｢民営化｣ は, 企
業管理を強化する戦時体制の最終段階で挫折した
点, また, 軍用航空機製造は ｢国営｣ 体制がより
戦争遂行という国家目的に叶うとされた点が強調



































度 ｢原価調査報告｣ で指摘された, 財務管理の改
善が, 政府, 陸海軍が満足するレベルにまで達し
ていなかったと評価する｡ その反面で, 行政査察




























開発・製造した  式戦闘機, １式戦闘機 ｢隼｣, ２
式戦闘機 ｢鍾馗｣ および４式戦闘機 ｢疾風｣ であ
り, これら以外では川崎航空機株式会社の３式戦











ついて, 搭載エンジン出力, 翼面荷重, 水平最大




































































































ンであった ｢栄｣ は, 零戦や ｢隼｣ などに搭載さ
れた, 日本で最多の量産エンジンであった点が強





















第５章 ｢中島飛行機の経営｣ では, 中島飛行機
株式会社の経営実態が具体的に検討される｡ 本論









風土として, ｢技術優先｣, ｢自由な雰囲気｣, ｢群雄
割拠｣ とする特徴を指摘した｡
















































































































泰隆, 山崎志郎, 麻島昭一, 大河内曉男などの研
究が存在する｡ また, 本論文で比較研究の対象と
された三菱重工業株式会社の事業や米国の航空機
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